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社協だよりきくがわ
社会福祉協議会が進める地域福祉事業やボランティア活動を推進する上で、
地域の皆さまからの会費やご寄付が大きな支えとなっており、大切に活用させていただいております。
今後とも皆さまのあたたかいお気持ちをお寄せくださいますよう、よろしくお願いいたします。
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　大規模な災害が発生した際に菊川市では、ボランティアの自主性を尊重し、静岡県社会福祉
協議会や静岡県ボランティア協会及びその他のボランティア団体等との連携を図りながらボラ
ンティアの受け入れ体制を整備し、被災者への救援・支援活動等が円滑に行われるよう、その
活動支援に努めるとともに、ボランティア活動に必要な情報をボランティア団体等に的確に提
供することになっています。
　市は、災害対策本部を設置した場合、菊川市社会福祉協議会等と連携して、ボランティアの
受付、活動場所のあっせん、配置調整等を行う「菊川市災害ボランティアセンター」を配置します。
そして、菊川市災害ボランティアセンターは、菊川市社会福祉協議会の職員及び菊川災害ボラ
ンティアコーディネーター（菊ボコ）等で構成し、運営することになります。

　大規模な災害が発生した際に菊川市では、ボランティアの自主性を尊重し、静岡県社会福祉
協議会や静岡県ボランティア協会及びその他のボランティア団体等との連携を図りながらボラ
ンティアの受け入れ体制を整備し、被災者への救援・支援活動等が円滑に行われるよう、その
活動支援に努めるとともに、ボランティア活動に必要な情報をボランティア団体等に的確に提
供することになっています。
　市は、災害対策本部を設置した場合、菊川市社会福祉協議会等と連携して、ボランティアの
受付、活動場所のあっせん、配置調整等を行う「菊川市災害ボランティアセンター」を配置します。
そして、菊川市災害ボランティアセンターは、菊川市社会福祉協議会の職員及び菊川災害ボラ
ンティアコーディネーター（菊ボコ）等で構成し、運営することになります。

菊川市災害ボランティアセンター
立ち上げ運営訓練を実施

事前登録　災害ボランティア募集

　実際に災害があった時には、菊川市災害ボランティアセンターを立ち上げますので、本会ホームペー
ジ及びフェイスブックをご確認ください。
　また、菊川市災害ボランティアセンターは、次のような流れでボランティアを受付し、活動してもら
うことを想定しています。

＜活動当日まで＞
インターネットを通じた事前登録
（※災害ボランティアセンターが立ち上がった際に本会ホームぺージ上でQRコード等を掲載します）
　↓
活動希望日前日にメールにて集合場所等案内

＜当日＞
①受付
　↓
②グループ化・活動指示
　↓
③出発前オリエンテーション・送り出し
　↓
④活動報告

■お手伝いできる内容　　　　　　　　　　　　　■お手伝いできない内容
〇家財の片づけ　　　　　　　　　　　　　　　　〇危険を伴う作業
〇敷地内、住居内の汚泥の撤去、清掃　　　　　　〇専門的な知識や技術を伴う作業
〇家具の移動

■ボランティア以外にお手伝いできること
〇生活上の相談

災害被害にあった時に災害ボランティアセンター
（菊川市社会福祉協議会）としてお手伝いできることがあります！

【問合せ・連絡先】　菊川市社会福祉協議会　　　0537-35-3724

　令和５年度は、9月１日と3日に訓練を実施しました。今回の訓練ではNPO法人災害支援ネット
ワーク御前崎代表の落合美恵子氏に講演をお願いし、訓練参加者は災害ボランティアの実際や“災
害ボランティアは全てが自己完結”ということを学びました。
　そして、訓練には菊ボコを始め、静岡県社会福祉協議会、菊川ライオンズクラブ、静岡銀行、市
内社会福祉施設、大学生、高校生など多くの皆さまに参加いただきました。
　また、実際の災害を想定して電力は蓄電池を使用したり、現地調査に出向くなども実施しました。

　市内もしくは近隣市町で災害が発生した際、災害ボランティア活動を迅速かつ円滑に行えるよう
事前登録のボランティアを募集します。
　被災者のニーズに対応するため、様々な形でボランティアが被災地で活動しています。
　私たちにも出来ることがたくさんあります。
　皆さまのご協力をお願いします。

１　登録の条件
市内外を問わず、個人でも団体でも登録が可能です。資格などは特に必要ありません。
※未成年の方は、保護者の同意が必要です

２　申込みの方法
QRコードまたは下記リンクから、必要事項を入力してください。
※この方法での申し込みが出来ない場合は、
以下の問合わせ先へご連絡ください。

３　活動までの流れ

※活動の際には「ボランティア活動保険（天災プラン）」への加入
　が必要となります。

　（活動例）
・災害による泥だし
・被災家屋の片づけ
・避難所の手伝い
・物資の運搬や配布等

事前登録 菊川社協より
活動の依頼 当日活動 災害
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　Ｑ　　　 現在の活動について教えてください。 
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仏閣や信者が仏の徳をたたえて唱える短歌や和歌に節をつけたものです。
　また、郡

ぐ
上
じょう
踊
おど
りを月２回練習しています。毎年、岐阜県郡上市に出かけて徹夜

踊りに参加しています。徹夜踊りでは夜の８時から翌朝の４時まで踊り続けます。
　他に歌声クラブと脳トレをやっています。歌声クラブは30人程がいろんなジャ
ンルの曲を先生のキーボードの演奏で歌います。

　Ｑ　　　 活動して楽しいことや印象に残っていることがあったら教えてください。 

　東日本大震災の３回忌の法要に宮城県へ行かせていただいた時のことが印象に残っています。津
波の被害にあった小学校があった場所に語り部さんと一緒に立ち会わせていただきました。被害に
遭った子どもたちのことを思うと何とも言えない気持ちでした。船で沖まで行ってお唱えをさせて
いただいた時のことは未だに忘れられません。
　もうひとつ印象に残っていることは、みなみやま会館の館長さんの計らいでミニ着物展をやらせ
てもらったことです。趣味で集めたハンカチや小風呂敷を使って何かで
きないかなと思い、ハンカチを折って着物を作ってみたのがきっかけで
ミニ着物作りを始めました。ミニ着物展では大勢の方に見ていただくこ
とができ、なかなか会えていなかった友達が「新聞に載っていたのを見
たよ」と連絡をくれたり、会場まで見に来てくれたりしたことがとても
嬉しかったです。

　Ｑ　　　 趣味や楽しみなことは何ですか。 

　趣味はクロスワードを解くことと、絵を描くことです。大好きなお地蔵様の絵が多いですが、友
達との食事会やサークル活動の時に見てもらっています。「心がほっこりする」「癒される」と言っ
てくれることが励みになっています。

　Ｑ　　　 これからの目標や、やってみたいことがあったら教えてください。 

　12年間続いたみなみやまの会のボランティア活動が、会員の高齢化と入会者がいないことから今
年の3月で散会となり、月1回訪問していた高齢者との交流がなくなってしまいとても気になってい
ます。今後は地域の方とつながるような活動やお手伝いができたらいいなと思っています。

郡上踊り

ミニ着物

第147回

※皆さんのお近くで笑顔輝いている方がいらっしゃいましたら社会福祉協議会へご紹介ください。※皆さんのお近くで笑顔輝いている方がいらっしゃいましたら社会福祉協議会へご紹介ください。
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　牧之原生き生きサロンは牧之原地区の70代80代を中心とした元気で意欲的な皆さんの集まりです。
松浦会長を柱に7人の役員が社会福祉協議会のアドバイスを受けながら毎月1回活動しています。現
在会員は26名。顔見知りの方ばかりですので会えば話に花
が咲きます。

　牧之原農村婦人の家を拠点として、出前講座や地元の講
師による3B体操、スマイル体操を行い、牧之原小学校3年
生との交流会では会員が昔の遊びや美味しいお茶の入れ方
を教えたり、子どもたちからは出し物を披露してくれたり、
肩たたきをしてくれたりします。また、クリスマス会や旅
行など、楽しい行事もあります。

　会員の中には自分の得意とする物を作っている方がいま
す。手作りの布ぞうりは地区センターで200円で販売してい
ます。安くて履き心地が良いと大好評で生産が追いつきませ
ん。まごの手、肥料袋に竹で工夫した草取り袋、またコケに
シダを生やした置物に風鈴を飾った作品なども提供してくれ
ます。まごの手や草取り袋は来館者に無料で配布しています。
また牧之原小学校3年生には、折り紙で綺麗な箱を作りプレ
ゼントしたりと多方面にわたり活動しています。生き生きサ
ロンは心も体も健康で生き生きできる場所となっています。

～サロン活動の紹介～
牧之原生き生きサロン

3Ｂ体操

浜岡原子力発電所見学 出前講座　騙されないコツ教えます

施設や団体の紹介コーナー施設や団体の紹介コーナー
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　今年度、菊川市社会福祉協議会として居住支援協議
会を設置し、7月28日に菊川市居住支援協議会を開催
しました。
　市内の不動産会社や福祉医療関係者、市役所各担当
課などに参加をいただき「孤独死・孤立と居住支援に
ついて」をテーマに意見交換を行いました。住み慣れ
た地域で安心して暮らし続けることのできるように何
が必要なのか等、今後も継続的に協議し、連携を強化
していきたいと思います。

「菊川市居住支援協議会」を開催しました

　この度「赤い羽根共同募金」から助成金を頂きました。
お礼と御報告を申し上げます。
　　・いただいた金額　　112,000円
　　・使いみち　　　　　福祉用具貸出事業
　菊川市社会福祉協議会では、市内の方への貸し出しや、
福祉教育で利用させていただく為、車いすを購入させ
ていただきました。
　募金をしてくださった多くの皆さまの温かいお気持
ちを頂戴いたしまして大切に使わせていただきます。ありがとうございました。

“ 赤い羽根 ” ありがとうございました

　８月１日（火）～８月31日（木）にかけてNPO
法人フードバンクふじのくにが実施する「フード
ドライブ」に多くの皆さまから物資のご協力をい
ただき、ありがとうございました。市民の皆さま
や関係機関の職員の方々からも、たくさんの食品
の寄贈をいただきました。また、菊川市役所小笠
支所には受け入れ窓口としてご協力いただきまし
た。寄贈いただいた食品は、NPO法人フードバン
クふじのくにへ送り、行政や社会福祉協議会・支
援団体を通じて食べるものがなくて困っている人々に渡されます。ご協力ありがとうございました。

フードドライブにご協力ありがとうございました

「みなさまへのご報告」「みなさまへのご報告」
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　菊川市社会福祉協議会から、地域の助っ人となってくれ
る個人ボランティアさんを募集したところ11人の方が登録
してくれました。集まれる方でお茶会をしながら、やってみ
たいことなどをお話しました。お茶会の後、第１回目として、
プラザけやきで、広告チラシで箱を作りました。チラシの
箱は保育園や施設で、たくさん必要なようです。登録いた
だいた５人の方が来てくれて、「どうやって作るの、教えて」
「今日はね、家でね…」と楽しそうに、話しながら作業し
ていました。２回目も、広告チラシで箱を作り３人の方が
参加してくれ、これからの活動についても話し合いました。気楽に楽しみながら、続けていけたらと思っ
てます。ボランティアをやってみたい方、何をやりたいかわからないけどちょっと興味がある方など、や
りたいことを一緒に探してみませんか。人と集まって活動することが苦手な方、仕事等で時間を合わせて
活動することが難しい方、自宅でできるボランティアもありますので、お気軽にご相談ください。
  問 合 わ せ 　菊川市社会福祉協議会　☎35-3724

ボランティアさんでお茶会を開催しました

赤い羽根共同募金　地域福祉活動支援助成を受けて活動しています
のいちご会
　小笠南小学校学区の家族を対象に、子育て中の親・祖父
母の交流・情報交換を目的として、親子活動やボランティ
ア等を行っています。４月のいちご狩りから始まり、カエル
の交通安全マスコットを会員が協力して制作し、みなみや
ま会館まつりで配布するのが恒例となっています。８月に
は地区の方々にご協力いただいた蕎麦打ち体験で、楽しい
時間を過ごすことができました。お仕事や子育てでお忙し
い方が多いと思いますが、少しでもご興味を持たれた方は
ぜひ参加してみてください。
  問 合 わ せ 　みなみやま会館　☎73-6330

　地域の助っ人となってくれるボランティアさんを募集しています。登
録していただくと、市内のさまざまなボランティア活動に参加すること
ができます。自分のできるボランティアを探してみませんか。「ボラン
ティアをやってみたいけど、何ができるのかわからない」「人の役にた
ちたい」方等、ボランティアセンターにお気軽にご相談ください。やり
たい気持ちを応援します。興味のある方登録してみませんか。

QRコードから申し込めます→
  問 合 わ せ 　菊川市社会福祉協議会　☎35-3724

個人ボランティアに登録しませんか

蕎麦打ちの様子

ボランティアの広場ボランティアの広場
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社協だよりきくがわ
社会福祉協議会が進める地域福祉事業やボランティア活動を推進する上で、
地域の皆さまからの会費やご寄付が大きな支えとなっており、大切に活用させていただいております。
今後とも皆さまのあたたかいお気持ちをお寄せくださいますよう、よろしくお願いいたします。

ホームページ
社会福祉法人 菊川市社会福祉協議会

菊川市社協 検索

〒439-0019 静岡県菊川市半済1865（プラザけやき内）
☎電話 0537-35-3724 　FAX 0537-35-3202 　Mail info@kiku-syakyou.or.jp
　ホームページ http://www.kiku-syakyou.or.jp/社会福祉法人 菊川市社会福祉協議会

相 談 窓 口

※災害等の警報が発令された場合、中止になることがあります。開催につきましては、菊川市社会福祉協議会☎35-3724にお問い合わせください。

福 祉 総 合 相 談 日時　月～金曜日　8:15～17:00
心 配 ご と 相 談 日時　11月１日(水)9:00～12:00(受付11:30まで)　11月15日(水)13:00～16:00(受付15:30まで)

会場　プラザけやき
日時　11月８日(水)13:00～16:00(受付15:30まで)　11月20日(月)9:00～12:00(受付11:30まで)
会場　小笠支所会議棟

ひきこもり・不登校相談 日時　月～金曜日　8:15～17:00
会場　プラザけやき　　予約電話　090-8321-0438

生活困窮者自立相談 日時　月～金曜日　8:15～17:00
結 婚 相 談 日時　11月４日(土)9:00～12:00(受付11:00まで)

11月19日(日)9:00～12:00(受付11:00まで)
会場　プラザけやき　※初めての方は、写真と印鑑をご持参ください。

子 育 て 相 談 日時　火～土曜日　9:00～16：30
会場　きくがわ子育て支援センター　☎37-1135

おがさ子育て支援センター　  ☎73-5698

　「赤い羽根共同募金運動」が今年も全国一斉に10月１日から始まりました。赤い羽根共同募金は、地域の高
齢者や障がいがある人、子供たちなどに対するさまざまな地域福祉活動を支える「じぶんの街を良くするしく
み」です。

・募金は市内で行われる福祉活動に主に役立てられます。
・災害時のボランティア活動の積立準備金、大災害時には全国から応援が届きます。
　今年もまた赤い羽根共同募金活動に、地域の皆さまのご協力をいただけましたら幸いです。
 問 合 わ せ  　菊川市社会福祉協議会　☎35-3724

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金に御理解と御協力をお願いします

 開 催日 時  　令和５年12月26日（火）13:30～15:30
 会 　 　 場  　中央公民館　多目的ホール　土

つち

屋
や

　幸
ゆき

己
み

 氏（認定社会福祉士）
 講 　 　 演  　「地域の支え合い活動を広げるために パートⅡ」
  申し込み先  　菊川市社会福祉協議会　☎35-3724

菊川市民社会福祉大学を開催します

　市内もしくは近隣市町で災害が発生した際、災害ボランティア活動を迅速かつ円滑に行えるよう事前登録のボランティア
を募集します。資格などは特に必要ありませんので、皆さまのご協力をお願いいたします。未成年の方は、保護者の登録が
必要となります。

　　　　　　QRコードから登録お願いします→
※活動の際には「ボランティア活動保険（天災プラン）」への加入が必要となります
 問 合 わ せ  　菊川市社会福祉協議会　☎35-3724

菊川市事前登録災害ボランティア募集します

　ご家族同士が和やかに交流できる場所です。はじめての方もお気軽にご参加ください。内容は計画中です。
 開 催日 時  　令和５年11月26日（日）13：30～15：30
 会 　 　 場  　六郷地区センター　　研修室
 問 合 わ せ  　菊川市社会福祉協議会　☎35-3724・090-8321-0438

ひきこもりに関する家族交流会を開催します

↑QRコードから
も申し込めます

↑QRコードから
も申し込めます

各 種 事 業  募 集
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